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福祉用具はあなたの自立をささえます。 

     あなたのささえがＮＰＯ福祉用具ネットを元気にします。 
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はじめに 

医療介護用ベッド（以下、ベッド）は、病院や高齢

者施設等で約300万台、在宅では2001年からの介護

保険により現在80－100 万台が使われ毎年 5万台の

ペースで増加しています。結果、全国で約 400 万台

のベッドが稼動しています。 

また、ベッドからの転落事故などは全国で数万件発

生し、2007 年以後重症死亡事故は約 90 件起きてい

ます。 

これらに対して後述する様々な対策を行った結果、

近年では重症死亡事故は年に数件と激減しています

が、今後も高齢者が増加（2025 年までに 75 歳以上

の高齢者は 500 万人以上増えると予測）することか

ら、専門職はもちろん、介護をされている一般の皆

さんへの更なる注意喚起が必要です。 

本起草において、一人でも多くの方に関心を持って

いただき是非事故予防に役立てて頂きたいと願って

います。 

 

●重傷死亡事故状況と対策 

下の表のように日本福祉用具・生活支援用具協会

（JASPA）の報告では、2007 年から本年 5 月までの

重傷事故数は103件発生しており、その内の71件は

手すり関連（サイドレール、ベッド用グリップのこ

と 以下手すり）で事故が発生しています。  

また、事故原因としては、以下の通りで半数以上が

取扱いに起因しています。 

1.製品に起因するものが16件 

2.取扱いのミスによるものが53件 

3.特定できないものが28件 

 

このような背景もあり、国内主要ベッドメーカーで

構成される医療・介護ベッド安全普及協議会（以下、

ベッド協議会）においても、事故予防のため、パン

フレットの配布やホームページでの動画配信、主要

展示会での安全普及講演会などを実施しています。

※1 

 

また、経済産業省、厚生労働省の協力も得ながら異

例のスピードで2009年に在宅介護用ベッド、病院用

ベッドの日本工業規格（JIS 規格）の改定を行いま

した。 

JIS 規格とは、メーカーが製品開発をする際の最低

限のルールを定めたもので、ベッドの隙間の寸法や

強度など100項目以上の様々な規定があります。 

結果、2009年以後、国内主メーカーはこのJIS規格

に則った製品を年間約 30 万台販売することになり

約200万台がJIS対応品となりました。 

このような対策を行った結果、重症死亡時は年数件

と大きく減少しましたが、2009年以前のベッドがま

だまだ 2 百万台は稼動していますので、今回は、特

に事故が多い手すり周りの代表的な事故とその対策

について解説します。 

 

① 事故例：手すり廻りの首はさみ事故と対策 

2009年のJIS規格では、下図のように「即死につな

がる首の挟まり事故」を無くすため「手すり廻りの

隙間」に関して特に重点

的に検証し、改定を行い

ました。 

具体的には、首を想定し

た下図1の直径6cmの物

を図 2 の様に手すり周

りの隙間に50N（約5kg）

で押しても入り込まな

いことを条件としてい

ます。 

現在、これを満たすベッドでは隙間を約 4cm 以下と

しています。 

また、2009年以前は、手すりの装着方法に互換性が

あるため、ベッドと手すりが異なるメーカーの物で

も使用することができました。しかし、これでは手

すりとベッドの間の隙間を管理することができない

ので2009年JIS規格では手すりの互換性を認めてい

ません。 

    ベッドベッドベッドベッドメーカーから介護現場の皆様へ 

 介護ベッドまわりの事故防止のために知っておきたいこと 

   （株）プラッツ  取締役広報室室長 石橋弘人 

 （医療介護ベッド安全普及協議会広報部会長） 
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この結果、2009年以後にJIS認証を得たベッドにお

いては首が挟まる死亡事故は起きていません。 

 

—簡単な隙間危険度の判定方法— 

身近なもので 6cm や 4cm の物（例 6cm：ペットボト

ルの直径/指 3 本、4cm：2 本など）を探しておきま

しょう。指 2 本程度の隙間であればまずは安心です

が、3本では危険です。 

 

—簡単な対応方法— 

1. 緊急対応 

図のよう隙間にクッショ

ンなどを入れたり、手すり

にタオルを巻いたりして

隙間を 4cm 以下になる様

にして下さい。 

2.スペーサーの利用 

右図のように手すりと手

すりの隙間を埋める樹脂

製のスペーサーを提供し

ているメーカーもありま

す。 

 

—恒久対策— 

手すりの交換 

ベッドと手すりのメーカーが異なる場合は、ベッド

メーカーに連絡し対応する手すりに交換して下さい。 

 

＜なぜ挟まったのか？対策は？＞ 

1. ベッドから落ちたリモコンやメガネ、ティッシ

ュなどを取ろうとして挟まったケース。 

ベッド廻りに棚やテ

ーブルを用意し、薬

やメガネなど普段使

用する物を置けるよ

うに考慮して下さい。 

ただし、図のようにベッドから遠い位置にならない

ようにして下さい。隙間にはまり込む事故や転落事

故の原因になります。 

 

2. 横倒れして挟まったケース 

介護度が高く姿勢保持ができな

い人などを、背角度 45 度以上で

放置すると横倒れを起こし、隙間

に首や体の一部が挟まったり、写

真のように首が手すりに乗り窒

息する場合もあります。また、ベッドからの転落事

故の原因にもなります。 

対策としては、目を離す場合は背角度を10°以下な

ど横倒れしない角度にしておきましょう。 

 

3. ベッドから降りようとして挟まった。 

認知症などで転落の頻度が高い方はベッドの必要性

を再度判断し、場合により布団への移行も考慮しま

しょう。 

 

4. 端座位時に後方へ倒れて挟まった。 

背中側に布団やクッションを置き、後方へ倒れにく

いようにして下さい。 

 

② 事故例：手すり廻りの腕や足の骨折事故と対策 

多くは図のように操作

する人が、患者の腕や足

の位置を確認せずに背

上げや足上げを行った

結果起きています。脳梗

塞などで麻痺している

腕や足では本人も気づかない場合もあるようです。 

 

—対応方法— 

背上げや足上げを行う場合には、特に反対側の手足

の位置を確認し、かつ、途中で止めて再確認をしま

しょう。 

 

—恒久対策— 

恒久対策としては、図のように手すりにカバーを装

着することで腕や足が入

らない状態にして下さい。 

特に麻痺している側、ある

いは操作者とは反対側の

レール類だけでもカバー

をすることで予防効果は

大きく上がります。 

 

以上、今回は手すり廻りの代表的な事故と対策を紹

介しましたが、これ以外にもベッドの低床化により

手すりを跨いで乗り降りしての転倒事故など手すり

関連の事故は実に多くあります。 

次回は、手すり以外の事故例と対策について解説し

ます。 

 

※※※※1111 医療介護ベッド安全普及協議会は、ベッド関医療介護ベッド安全普及協議会は、ベッド関医療介護ベッド安全普及協議会は、ベッド関医療介護ベッド安全普及協議会は、ベッド関

連の事故を予防するため平成連の事故を予防するため平成連の事故を予防するため平成連の事故を予防するため平成14141414年に設立された。年に設立された。年に設立された。年に設立された。    

「ベッド「ベッド「ベッド「ベッド    安全」で検索！安全」で検索！安全」で検索！安全」で検索！    

 

 
8月8日（土）にプラッツさんを訪問させていただき

ます。ＮＰＯの会員様でご希望の方は事務局までお問

い合わせください。 
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人は誰でも美しくありたい、格好良く見られて人

と話をしたい等と思っている。どんなに高齢となっ

てもその人が願う生き方、快適な生活をしたい。 

 特に女性は、素顔でいるよりも日頃から化粧をし

て人の前に出たいとの願望が強いと思う。 

 その願いを少しでも叶えると生きがいを感じ、元

気になる。行動が変化し、楽しみが増える、お洒落

をしたくなり、洋服が変わる。従って身だしなみに

気を付けるようになる。そうすると人と会って、話

が出来るし、笑顔も出るようになると考えられる。 

 これらはそれぞれの脳の活動を活発化し、動作を

することは四肢とその筋肉を鍛えることになって、

その人の生活力が拡大する。 

 女性が鏡の前で自分の顔を見る時、鏡で見ようと

して、手肢を動かして行動することは脳の活性化に

なる。 

 高齢者や要介護者が御自身の健康寿命を更に延ば

そうとする時に必要なことは美容に時間を費やすこ

とである。 

 特に美容は女性のものと考えられているが、女性

が楽しく生きるためには男性の存在が必要である。

男性も48％は美容に関心を持っているし、男性の肌

は汗腺や皮脂腺が女性の約２倍多いので、男性にも

美容は必要なことである。男性と女性の良い人間関

係がお互いに刺激となり、やる気を起こして活性化

につながる。 

 美容が人の生き方の活性化に繋げることの道すじ

の一部を記述する。 

 女性が化粧をして、美しくなった、良かったと幸

せな気分を感じている時、脳の中では快感中枢（神

経系）から快感ホルモンの「ドーパミン」が分泌さ

れる。中でも快感中枢にある「Ａ１０神経」はドー

パミンを分泌するＡ８～Ａ１６神経系のうち最大で

ある。Ａ１０神経は脳幹の上部にある中脳に端を発

し、脳の中心部の視床下部の下側を通り前方の前頭

の方へ向う。そして一方は側坐核へ伸び、もう一方

は前頭連合野へつながり、ほかの脳との接点となっ

て前頭連合野の働きをコントロールしている。 

ここに快感ホルモンが分泌されるので、脳の意識

的な部分に大きな幸福感をもたらす。 

 慶応義塾大学文学部准教授で、認知心理学を研究

している川畑英明氏と、ロンドン大学教授ゼキ氏の

グループが「美しい」と感じた時の脳の活動をファ 

ンクショナルＭＲＩで調べたところ、目の後方に位 

 

置する前頭葉の部分が活動すると報告されている。

女性の場合は毎日の化粧がそのまま前頭葉を鍛える

ことになる。 

 前頭連合野はＡ１０神経の終着点で、ドーパミン

が他の部位の２倍分泌され、やる気や知的快楽を生

み出す。 

 人の心の動きや行動の動機づけとなる快不快の感

情が生み出され、人の行動の積極性が決まってくる。 

 化粧により白やピンクの色彩や香りが人の心の状

態を変え、快適な感じになる。鏡に映った色や形の

情報は目から入って、視床を通り大脳の視覚野で認

識される。 

 香りの分子は鼻腔の嗅細胞で感知され、その情報

は嗅球から大脳の嗅覚中枢へ送られて匂いが認識さ

れる。 

 また視覚と嗅覚情報は、海馬、扁桃体、視床下部

などの大脳辺縁系に深く関与している。大脳辺縁系

は情動脳ともいわれ、人の気分や情感に深い関係が

あるので、鏡に映った自分の顔の色や香りはその人

の気持ちを大きく左右することになり、その人の活

性化に繋がる。 

 女性が化粧を自分でしようとする時、総司令官で

ある高位脳は大脳皮質の連合野である。ここで行わ

れるのは行動の企画・立案である。「まず顔を洗おう」

「前髪は少し額の方へやろう」「眉毛は少しこゆめに

しよう」等と動作の目標が定められる。これらは大

脳皮質の高次連動野より運動指令基地である一次連

動野に送られ脊髄から末梢器官の手、足へと指令系

統がつながる。 

 さらに小脳などの器官が補完的に関わることで、

複雑情緻な運動が可能になる。大脳皮質から全身運

動へつながる。小さい手足の運動から、屋外でのハ

ードな運動へ、知的活動の復活まで作用することに

なる。 

 介護美容によって、高齢者の笑顔と元気が出て健

康寿命が延びることを願うものである。 

 女性の場合の化粧をした時の変化についての報告

がある。 

 1993年7月より11月にかけて、徳島県の鳴門山

上病院で、66歳より93歳までの女性の老人性認知

症患者40名を対象に行われた化粧効果の調査があ

る。 

 その調査によると90％の人が表情が豊かになり、

35％の人が身だしなみに気を使うようになった。ま

    介護美容の大切さ介護美容の大切さ介護美容の大切さ介護美容の大切さ 

 ＮＰＯ福祉用具ネット理事 吉村恭幸 （脳神経外科医師） 

 （一般財団法人福岡県社会保険医療協会会長） 
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た28％の人がリハビリや洗顔・トイレを自分で行お

うとするようになり、同じく28％の人がおむつが取

れ、25％の人の精神状態が安定してきたという。 

 介護美容が認知症の予防や、老いてもその人らし

く生き、健康寿命を延ばす働きがあることが理解で

きた。 

 人が病気になった時は、重症であれば化粧を落と

して入院するとか、慢性期の病気の時やデイサービ

スの時等入浴との関係で化粧することをしない。い

つどんなタイミングでスキンケアやメイキャップ等

を行うかが問題となる。人の生活の中のタイミング

と誰が化粧をするのか、化粧をする習慣を身に付け

させることが大切である。 

 そのためには高齢者や要介護者の肌に負担をかけ

ないケア、高齢者に心の癒しができるメイキャップ

術が必要であり、介護、看護者の中にその技術を持

った人が育っていく必要があると痛感する。 

 日本介護美容セラピスト協会が育成されている、

ビューティタッチセラピストが増加していくことも

大切なことです。介護美容が一人でも多くの人に行

われることを切に望むものである。 

 

参考文献 

 脳は死ぬまで進化する  田澤俊明 主婦の友社

（2015.2） 

 脳の事典   成美堂出版（2011.12） 

 

 

 

 

 

 

5月9日、参加の23名は4つのテーブルに自由に

座り、眼鏡をかけたべイマックスのような佐々木先

生のリードで研修会は始まりました。私はドキドキ

とワクワク感で一杯でした。最初に与えられたテー

マは自分の困った（心にひっかかっている）経験を

お互いに出し合うことでした。最初の緊張した雰囲

気も、お話を伺っているうちに、いつのまにか井戸

端会議のようなノリになっていました。みんなの話

が盛り上がり、先生はストップをかけるのに苦労さ

れているようでした。この時間は、皆いろんなこと

を背負っているのだなと感じ、悩んでいるのは自分

だけじゃないのだなということがわかりました。何

だかホッとした気分になりました。 

 次に、〝良いとこ探しゲーム″ をしました。自分

を除いた他のメンバーからインタビューをしてもら

い、それぞれが感じたいいところを言ってもらうと

いうゲームです。自分が思ってもみなかったことを

聞くことができました。最初は恥ずかしかったので

すが、イメージしている自分とは違った自分を知る

ことができ、嬉しく幸せな気分になりました。先生

が言われるには、人の悪いところは本能で見つけら

れるそうです。それがその後の行動に反映していく

と考えると暗い気持ちになってしまいます。しかし

意識的に、良いところを探すように心がけると、そ

れは磨かれていくそうです。ということは、常日頃、

人のいいところを見るように習慣づけることでその

後の行動が変えられるということでもあるのです。

これはこれからの人生に大きな影響を与えそうだと

思いました。 

 楽しい語らいの時間でしたが、知っているとお得

なコミュニケーションの知識がありました。それは、

コミュニケーション手段により情報量の違いがある

ことです。言語的な表現が一番効果ありと思ってい

ましたが、表情、態度、雰囲気の非言語的な表現の

方が効果はあるそうです。また、相手への意思伝達

は、言語表現で60～80％で、理解を得るのは必死で

聞いてもらって30～40％だそうです。これを理解し

ていると、自分の思いが伝わらないことへのストレ

スが軽減できそうです。あっという間の自分を客観

的にみることのできた楽しい時間でした。2 回目の

研修会が楽しみです。 

 
 
 
 
 
 
先日の 4月 25日に大分県別府市にある、「大分ロ

ボケアセンター」へ見学に出かけました。参加者は

十数人で、将来的に増加していくであろう、ロボッ

トを活用したリハビリテーションへの関心の高さが

窺えました。 

現地に到着し、初めに興味をひかれたのが同施設

のある周囲の環境でした。障がい者就労・生活支援

の施設などが複数ある「太陽の家」の一角にあるの

で当然なのですが、車いす使用の方が、とても多く

自分を知ることのできた楽しい時間 

ＮＰＯ福祉用具ネット理事 海尾美年子 

（アップルハート飯塚訪問看護ステーション） 

 

「大分ロボケアセンター」見学 

ＮＰＯ福祉用具ネット理事 井内陽三 

（あおぞらの里行橋訪問看護ステーション） 
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行き来していた事です。車いすユーザーの方が使用

しやすい横断歩道の設置や、公衆電話ボックス。近

隣には車いすで利用しやすいスーパーもあるとのこ

とで、同行した NPO の会員の方たちと見学に行くこ

とができました。 

さて、本題の「ロボケアセンター」の見学。初め

にプロモーターの方から施設概要と、一番の特徴で

あるロボットスーツ「HAL」（下肢タイプ）と、その

利用プログラムに関しての説明を受けました。 

「HAL」（下肢タイプ）は、下肢に障害がある方や

脚力低下の方を対象に開発されたロボット治療機器

です。実際に装着し、立位、歩行の動作が可能であ

ることが体験できました。装着感としては、想像よ

り圧迫は少なく、動きの妨げも少ないことを体験し

ました。さらに、サイズ展開も S・M・Lの 3種類あ

り、体格に合わせ使用できるとのこと。「HAL」の事

は少し前から見聞きすることがありましたが、実際

にはすでに国内で 400 台程度の稼働中とのこと。今

後日本で普及していくのかと思ったら、すでにドイ

ツでは労災保険適用で利用されているとのことで驚

きました。日本国内での医療機関での使用も広まっ

ているようで、近い将来、入院時のリハビリを行う

上での選択肢になるのかもしれないと思われました。 

 他には、作業時の腰部負担を軽減するための腰部

から大腿部のみに着用するタイプの試着も行えまし

た。介護や荷物作業などの用途により、設定を変え

ることができるなどの特徴的な物でした。身体負担

を減らす環境整備を行っても、なお腰部負担がかか

ることが多い介護現場には、これから必須な物にな

ってくるのではと思われました。 

また、運用面のお話も伺えました。「HAL」を利用

したトレーニングは、一般的なトレーニングと同じ

で、アップ・トレーニング・クールダウンのメニュ

ーで、1回90分のプログラム。回数券の設定などあ

り、利用回数設定は個人に合わせられるとの事。 

しかし、一番興味をひかれたのは、大分県＝おん

せん県とのキャチコピーがあるように、温泉付きの

リハビリ旅行を組んでもらえるとの案内でした。バ

リアフリーの宿の案内、福祉車両の手配など、実際

に身体に障がいがある方にとっては、最大のバリア

になる事が解消され、同行のご家族などと旅行も楽

しめるということが、とても良いなと思いました。 

説明の後、トレーニングルームの見学に行きまし

たが、見学時には利用者の方がトレーニング中との

ことで、残念ながらガラス張りになっている外から

の見学となりました。しかし、利用者の方が、真剣

にトレーニングに取り組んでおられる姿を見て、外

までその熱気が伝わってくるようでした。 

今回見学させていただいた「ロボケアセンター」

は、まだ全国的にもわずかとのことで、利用するに

も制約が大きいと思われます。今後、施設数が増え、

利用しやすくなれば良いなと思います。 

現在、国の方策でも、医療・介護分野でのロボッ

ト活用が進められていると聞きます。今後、「HAL」

のように、多くの方の思いにこたえる、様々な機器

が、開発・普及し、何かしらの障がいがあっても、

一般的なフィットネスルームのように、気軽に利用

できる施設が増えると良いなと思いました。 

    

    

    

    

    

平成27年度の福岡県立大学福祉用具研究会は、こ

れまでとは趣が大きく変わりました。 

これまでの知識を『モノづくりの支援』に貢献したいと

考え、研究会を開催しています。言うまでもなく、『もの

づくり支援』を求めている企業様からは喜びの声が寄

せられております。一方、私たち研究会の会員とし

てどのようなメリットがあるのかを考えてみました。

①開発品への意見や感想を考えたり述べたりするこ

とは、福祉用具を選定する際の基準作りのトレーニ

ングになりそうだと思います。②利用者様への支援

の在り方を探るスキルが磨かれそうな気がします。

③目的や目標、ねらいを具体化しその実現に少しで

も近づけるように、できるだけ多角度から検討をす

すめる力がつくでしょう。④他業種と連携して自分

にはない視点に気づき、それらも参考にしながらサ

ービス提供に生かせるでしょう。   

今年度の福祉用具研究会は、そのようなトレーニ

ングの場になりそうな予感がしています。 

「福岡県立大学福祉用具研究会の報告」 

ＮＰＯ福祉用具ネット理事 中藤広美 

（福岡県立大学人間社会学部） 

福祉用具研究会に相談したい企業の方は、ＮＰＯ福祉

用具ネット事務局までお問い合わせください。 
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今年もＮＰＯ福祉用具ネットは、様々な視点から研

修会・交流会・学習会を開催します。今回はその中

から下半期の研修会のご案内をさせていただきます。 

1. 研修会 

  姿勢が変われば暮らしが変わる！！ 

＊10 月 31 日 西日本国際福祉機器展 会場内セミ

ナーブース （福祉住環境コーディネーター協会

との共催） 

テーマ パート1「座位と食事姿勢」 

    パート 2「ギャッチアップとエアマット上

姿勢」   

「目からうろこ」の研修間違いなし。崩れた座位 

姿勢でお食事をさせていませんか？ベッド上での 

姿勢、本当に良いですか？シーティングやポジシ 

ョニングの技術を学ぶことで、たくさんの新しい 

気づきが発見できる研修会です。 

2. 学習会 

 介護技術は、介護する方が安全に且つ負担がな

いようにしないと、利用者の方にも安全に負担が

ないようにはできません。 

 セラピストでＮＰＯの理事が、今まで行ったＮ

ＰＯ研修会の技術と、自分自身で研鑽した技術を

皆様に伝えていく学習会です。 

日時9月26日 

テーマ「動作介助とポジショニング技術学習会 2

回目 学んだ技術活用できていますか？」 

 これまで 4 回開催した、下元佳子先生（うぇるぱ

高知）から教わった動作介助とポジショニング技術

を、もっと現場で使えるようにＮＰＯの理事である

リハ職が総力をあげて支援する学習会です。第 1 回

を開催し、参加者はあらためて技術や理論の再確認

ができました。今回は、2 回目を開催します。これ

まで受講された方、是非ご参加ください。 

＊2回目は9月26日の予定です。 

3. 交流会 

皆さんと相互通信型の意見交換の場として、昨年

度より交流会を開催しています。 

研修や学習会と違い、テーマに対してそれぞれの

立場でざっくばらんに意見を出し合うアットホーム

な企画です。いろんな職種の方が参加されることで、

あらたな視点や気づきを得ることができますよ。 

交流会④9月12日 

テーマ「現場で困っている動作介助～キネステティ 

クス®の概念で考える介助法」 

キネステティクス®ってどんな技術？介護する人も

される人も双方に優しい介護技術です。ちょっとし

たコツを知っている介護と知らない介護とではどの

ように異なるのでしょうか？実体験をすればその違

いがわかります。先ずは基礎を学びましょう。 

交流会⑤11月14日 

テーマ「福祉用具最新情報と現場に求められる福祉

用具について語ろう！！」 

国際福祉機器展や西日本福祉機器展で見た最前線の

福祉用具情報を技術者の視点から紹介します。技術

者からの視点で語る研修会はあまりありません。こ

の機会にいろんな専門職の方に参加していただき、

これから、現場で求められる福祉用具のニーズや課

題について意見交換をしましょう。 

交流会⑥12月5日 

テーマ「地域包括ケアシステムを見据えて、在宅高

齢者を支える課題と工夫について考えよう」 

地域包括ケアが進められていますが、実際に現場 

が抱えている課題は何でしょうか？今回は在宅ケア

に焦点を絞って、連携のあり方、サービスの限界、

在宅高齢者の実態について様々な職種の皆様と意見

交換をしたいと思います。 

 本ＮＰＯ理事でもある吉村医師にコーディネータ 

ーを務めていただき、様々な専門職の現場の第一線 

で働く方に多く参加していただき、意見交換をして 

いきましょう。 

    

        

多くの皆さんの参加をお待ちしています。   

・・・理事一同・・・ 

12月12・13日に開催予定のおむつフィッター

3級講座については、すでに5月で受講定員数に

申込が達しました。 

 NPOではいろんな研修を開催するにあたり、確

定した時点ですぐにホームページで案内します

ので、皆様、定期的にホームページを覗いてくだ

さい。また、「事務局長のプログ」でも、随時情

報を案内していますし、裏話も掲載されておりま

すので、是非覗いて、コメントしてください。 

    2015201520152015 年も盛りだくさん！！年も盛りだくさん！！年も盛りだくさん！！年も盛りだくさん！！    下半期下半期下半期下半期    

研修会 ・ 交流会 ・ 学習会 
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事務局だより事務局だより事務局だより事務局だより    

≪≪≪≪27272727 年年年年 4444 月から 6 月までの事務局のうごき≫ 

3月 前号のつづき 

3月9日 事業化支援会議 (事務局) 

3月13日 事例相談 

3月17日 開発相談 (長崎) 

3月20日 事例相談 

3月21日 事例相談 事業化支援会議 (事務局) 

3月23日 事例相談 事業化支援会議 (事務局) 

3月24日 事例相談 

3月26日・27日企業相談 筑豊地域 

3月30日 事例相談 

3月31日 事業化支援会議 (事務局) 

4月  

4月4日 理事会 

4月6日 事例相談 

4月8日 事業化支援会議 (事務局) 

4月9日・10日開発相談（東京） 

4月13日 開発相談 (事務局) 

4月14日 監査・開発相談（事務局） 

4月16日～18日大阪バリアフリー展 

     企業相談3件 

4月20日 福祉用具研究会 

4月24日 開発相談（事務局） 

4月25日 FJC協会見学会 

大分ロボケアセンター見学 

5月 

5月9日 通常総会 事例相談 

研修会 コミュニケーションと心のケア【パート1】 

5月11日 開発相談（事務局） 

事務局関連諸手続き 

5月12日 開発相談2件 

5月13日 開発相談 (福岡) 

5月15日 開発相談 (事務局) 

5月18日 福祉用具研究会 

5月19日・20日開発相談（東京） 

5月26日 開発相談 (事務局) 

5月30日 研修会 

動作介助とポジショニング技術学習会 

6月 

情報誌ささえ 52 号発行準備 

6月2日 開発相談 北九州市 

6月4日 開発相談事前打ち合わせ 福岡 

6月11日・12日開発相談（東京） 

6月15日 福祉用具研究会 

6月20日交流会① 

高齢者の口腔ケアについて語ろう！ 

ドライマウスへの対応と実演（康和会と共催事業） 

6月27日 

コミュニケーションと心のケア【パート2】 

ご報告 

【平成27年度通常総会を開催しました。】 

平成27年5月9日土曜日に、本NPOの通常総会を開

催し、すべての議案について審議され、全会一致で

原案通りに承認されましたことをご報告いたします。 

【新理事のご紹介】 

7月1日から新しい2名の理事が選任されました。 

◆是松きくゑ理事  

(株)四葉ケアサービス代表取締役   

元、アップルハート飯塚訪問看護ステーション管理者  

(看護師・ケアマネ) 

◆西村静子理事 

医療法人康和会りんごケアプランセンター管理者 

(主任ケアマネ・歯科衛生士)   

≪7 月から 10 月までの確定している行事≫ 

7 月 4 日(土)13 時から 17 時 交流会② 

抱え上げない介護技術を習得しよう 体験学習会 

7 月25 日(土)13 時 30 分から 16 時30 分交流会③ 

現状の排泄ケアの課題について一緒に考えましょ

う！ 

7月29日（水）福祉用具体験講習2015（福岡県立大

学内） 

8月8日(土) 13時30分から15時30分 

FJC協会見学会 

介護ベッドメーカー(株)プラッツ展示場見学とセミ

ナー (福岡県大野城市) 

8月29日(土)14時から17時 研修会③ 

コミュニケーションと心のケア【パート③】  

～癒しとは何かを考える3時間～ 

9月12日(土)13時から17時 交流会④ 

現場で困っている動作介助 

 ～キネステティクス®の概念で考える介助法～ 

10101010 月月月月31313131日日日日(土)     西日本国際福祉機器展セミナー 

≪FJC協会との共催事業≫ 講師 大渕哲也先生    

≪姿勢が変われば暮らしが変わる≫  

午前の部10時30分から2時間 座位と食事姿勢 

午後の部13時30分から2時間 ギャッチアップと

エアマット上姿勢                                         

受講料は無料ですが事前申し込みが必ず必要です。

（NPO福祉用具ネットの会員さんはNPO福祉用具ネ

ット事務局でも申込みを受付けます。） 

西日本国際福祉機器展は10月29日から31日まで3

日間開催されます。各種セミナーも開催。セミナー

詳細は10月のささえ53号とともにご案内予定 

12121212 月月月月12121212日・日・日・日・13131313日日日日    オムツフィッター3級の研修会

定員になりましたので申込受付を終了しました。 

今後は、キャンセル待ちの受付をします。 

12月12日九州で初めて開催する≪おむつ検定≫受

付中。受検の申込み用紙はNPO福祉用具ネットのホ

ームページに掲載しています。 


